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連 載連 載連 載

（
第
13
回
）

地
域
の
自
立

地
域
の
自
立「
鳥
取
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

「
鳥
取
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」の
話
の
話

　
地
産
地
消
は
栽
培
か
ら
消
費
ま
で
の

広
い
活
動
で
す
。

　
日
野
郡
は
こ
の
活
動
の
生
産
地
の
ひ

と
つ
で
も
あ
り
、
消
費
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　
食
材
、
加
工
の
原
料
の
生
産
、
加
工
、

販
売
ま
で
に
は
、
歴
史
と
言
え
ば
少
々

大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
理
的
条
件
を
上
手
に
暮
ら
し
の

中
に
い
か
し
た
、
技
と
暮
ら
し
方
が
日

野
郡
に
は
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
地

産
地
消
の
言
葉
で
一
歩
前
に
進
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
地
産
地
消
の
活
動
を
担
っ
て
い
る
女

性
達
の
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

地
産
地
消
に
取
り
組
む

　
　
　
　
　
女
性
た
ち
!!

日南試験地で野菜作りの勉強をしました。

少量多品目で出荷されています。

直売所では、新鮮で豊富な農産物や加工品、イベントが人気です。

給食への食材を供給、試食会も行っています。

加工所が新しくできました。
もちの他、お弁当も作ります。

地元産そば粉をつかって、そばうち体験教室も行っています。

昔ながらのもちつきをします。
きょうは、山ぶどうのもち作り！

わらぞうりも加工品です。

イベントは、グループの
取り組みを発表する大
切な場です。

正月のしめなわ用イネも
協同で田植えしました。

材料もちよりの食事会は、
我が家の味の交換会です。

農
林
局
日
野
農
業
改
良
普
及
所

電
話
0
8
5
9-

7
2-

2
0
２
６

担
当
　
森
田
　
陽
子

問い合わせ先
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１
年
次
生

　
　「
産
業
社
会
と
人
間
」

２
年
次
生

　「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

３
年
次
生

　

3　　　年 2　　　年 1　　　年 備　　　考

進路ガイダンス
進路ＬＨＲ
クレペリン検査（13日）
第１回進路調査 （下旬）
公務員・就職模試 （22日）

学研模試　　（9・10日）
公務員・就職模試 （27日）

進路講演会
進研模試　　（9・10日）
公務員・就職模試 （17日）
学研小論文テスト（13日）
危険物取扱者試験
進路ＬＨＲ
進路保護者会

進路ＬＨＲ
公務員・就職模試（８日）
進研模試 （11・12日）
第２回進路調査
夏期講習１期 （下旬）

夏期講習２期 （上旬）
就職希望者保護者会
進路ＬＨＲ

進路ＬＨＲ
学研小論文テスト（12日）
ベネッセ・駿台マーク模試
　　　　（27～29日）

第３回進路調査
ベネッセ・駿台記述模試
　　　　　（19～21日）

就職未決定者保護者会
学研私大・短大模試
　　　　 （８・９日）
東京アカデミー看護学校試験
　　　　 （８・９日）
危険物取扱者試験

センタープレテスト

就職内定者特別指導

３年自由登校

進路状況整理
進路のまとめ

進路ガイダンス

進路適性検査　（13日）

第１回進路調査 （中旬）
学研実力テスト

（９・10日）
学研小論文テスト（13日）
進路ＬＨＲ
進路保護者会

進研学力テスト
（11・12日）

夏期講習１期　 （下旬）

夏期講習２期　 （上旬）

進路ＬＨＲ
学研小論文テスト（12日）
公務員・就職模試（22日）

進路ＬＨＲ
第２回進路調査
公務員・就職模試（４日）
進研学力テスト（8・9日）

公務員・就職模試（９日）

進路ＬＨＲ
第３回進路調査
公務員・就職模試（10日）
進研学力テスト（13・14日）

進路説明会（中旬）

進路オリエンテーション

学研基礎力テスト
　　　　　　　（18日）

職業レディネステスト
　　　　　　　 （中旬）

第１回進路調査 （中旬）

進路ＬＨＲ
進路保護者会

進研学力テスト
（11・12日）

夏期講習１期　 （下旬）

夏期講習２期　 （上旬）
学研基礎力テスト（25日）

進路ＬＨＲ
第２回進路調査
進研学力テスト （８・９日）

学研基礎力テスト（17日）

進研学力テスト （２・３日）
進路ＬＨＲ
第３回進路調査

各種統計調査報告
年間計画作成
年間努力目標
進路用証明写真撮影

進路のしおり編集開始
進路指導委員会
中間考査
県外企業・学校訪問（中旬）

県内企業訪問
求人開拓・就職定着指導
進路のしおり発行
模擬面接開始　 （下旬）
期末考査

求人受付開始 （１日）
就職用調査書準備
保護者会
進路指導委員会

ＰＴＡ懇談会
就職定着指導
求人開拓
進学用調査書準備
校内推薦委員会

就職出願開始　 （５日）
国家㈽種一次　 （上旬）
就職選考開始　（16日）

中間考査
大学入試センター試験出願

　　　　（中旬）

大学推薦入試開始

期末考査
保護者会

大学入試センター試験
　　　　（中旬）

二次出願　　　　（下旬）
３年学年末考査
私立大一般入試開始

二次試験前期　　（下旬）

１・２年期末考査
二次試験後期
各種統計調査報告

４
　
　
月

５
　
　
月

６
　
　
　
月

７
　
　
月

８
　
　
月

９
　
月

１
　
　
月

２
　
月

３

月

１０
　
月

１１
　
　
月

１２
　月

　
総
合
学
科
は
、
普
通
科
目
や
専

門
科
目
を
選
択
科
目
と
し
て
た
く

さ
ん
設
置
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
興
味
・
関
心
や
進
路
希
望
に
合

わ
せ
て
、
主
体
的
に
科
目
を
選
ん

で
学
習
す
る
学
科
で
す
。

　
将
来
の
進
路
を
考
え
る
機
会
を

多
く
設
け
た
り
、
進
学
や
就
職
な

ど
個
々
の
進
路
希
望
に
応
じ
た
力

を
つ
け
る
取
り
組
み
が
大
切
と
な

っ
て
き
ま
す
。

　
本
校
で
は
、
１
年
次
「
産
業
社

会
と
人
間
」
２
・
３
年
次
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
の
授
業
を
活

用
し
た
り
、
進
路
指
導
部
を
中
心

と
し
た
進
路
指
導
計
画
に
基
づ
い

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
に
は
、
各
学
年
ご
と
に
保

護
者
対

象
の
進

路
説
明

会
も
実

施
い
た

し
ま
し

た
。

　５
月
‥
農
業
科
目
体
験
を
含
め
、

　
　
　
教
科
科
目
に
つ
い
て
調
査

６
月
‥
事
業
所
・
学
校
見
学
　
　

　
（
希
望
別
に
４
ル
ー
ト
）

８
月
‥
夏
課
題
研
究

９
月
‥
卒
業
生
に
聞
く
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
講
師
12
人
）

10
月
‥
第
１
回
社
会
人
講
演

　
　
　
　
　
　
　
　
（
講
師
４
名
）

１
月
‥
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
作
成

２
月
‥
学
習
発
表
会

　
　
　
（
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

３
月
‥
第
２
回
社
会
人
講
演

　
　
　
　
　
　
　
　
（
講
師
１
名
）

進路保護者会

事業所見学「菊水フォージング」

農業科目体験「メンテナンス」溶接

職場体験「こしき保育園」

　
３
年
次
生
は
、
進
路
希
望
実
現

の
た
め
の
具
体
的
な
指
導
が
中
心

と
な
り
ま
す
。

　
特
に
、
７
月
か
ら
求
人
の
始
ま

る
就
職
希
望
者
に
つ
い
て
は
、
み

だ
し
な
み
の
チ
ェ
ッ
ク
や
、
試
験

ま
で
に
３０
回
程
度
の
面
接
練
習
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
進
学
希
望
者
・

就
職
希
望
者
と
も
に
、
学
科
試
験

の
た
め
の
講
習
な
ど
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

５
月
‥
社
会
人
講
演
①

　
　
　
（
マ
ナ
ー
講
習
）

　
　
　
社
会
人
講
演
②

　
　
　
（
働
く
た
め
の
心
構
え
）

６
月
‥
職
場
体
験
実
習
（
３
日
間
）

８
月
‥
職
場
体
験
実
習
発
表
会

９
月
‥
「
私
の
し
ご
と
館
」

　
　
　
（
京
都
）
訪
問

10
月
‥
グ
ル
ー
プ
制
作
（
「
根
雨

　
　
　
の
ま
ち
マ
ッ
プ
」
作
り
）

12
月
‥
グ
ル
ー
プ
制
作
発
表
会

１
月
‥
課
題
研
究
テ
ー
マ
設
定

２
月
‥
学
習
発
表
会
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日
野
郡
で
は
、
平
成
十
六
年
に
そ
ば
の
栽

培
面
積
が
一
〇
〇
ha
を
越
え
ま
し
た
が
、

台
風
、
長
雨
に
よ
り
作
柄
が
近
年
で
は
最

悪
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
野
郡
そ
ば
研
究
会
（
会
長
　
田
辺
真
幸
）

で
は
本
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、
天
候

で
収
量
が
左
右
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
分
散
す

る
た
め
夏
そ
ば
（
五
月
播
種
、
七
月
収
穫
）

の
試
験
栽
培
を
お
こ
な
い
ま
す
。
そ
の
他
、

そ
ば
の
消
費
拡
大
と
日
野
郡
産
そ
ば
の

P
R
に
向
け
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
日

野
郡
そ
ば
の
情
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
（
下

記
参
照
）
、
「
日
野
郡
新
そ
ば
祭
」
を
開

催
予
定
で
す
。

平
成
１７
年
度
「
日
野
郡
そ
ば
研
究
会
」
の
取
り
組
み

県
民
局
県
民
課

電
話
0
8
5
9-

7
2-

2
0
8
4

担
当
　
渡
辺
　
　
功

問い合わせ先

　
出
雲
街
道
か
ら
根
雨
神
社
へ
の
参
道
と
し
て
板
井
原
川
に
か
か
る
橋
が
祇

園
橋
で
す
。

　
現
在
の
橋
は
昭
和
８
年
に
県
道
根
雨
新
見
線
の
祇
園
橋
と
し
て
架
け
ら
れ

ま
し
た
。
全
体
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
で
す
が
、
高
欄
に
は
擬
宝
珠
を

取
付
け
て
あ
り
、
橋
の
両
端
の
四
隅
に
は
マ
ス
形
の
橋
袂
と
花
崗
岩
の
石
灯

籠
が
あ
る
な
ど
、
木
造
橋
を
感
じ
さ
せ
る
作
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
根
雨
神

社
の
社
叢
や
板
井
原
川
の
石
積
み
護
岸
と
よ
く
調
和
し
て
す
ば
ら
し
い
景
観

を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
板
井
原
川
は
す
ぐ
水
辺
に
近
寄
れ
る
親
水
性
の
高
い
護
岸
で
、
祇

園
橋
と
あ
わ
せ
て
一
帯
は
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

祇
園
橋
の
名
前
の
由
来
◇
日
野
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
長
谷
部
信
連
公
が
京
都
を
偲
ん

で
根
雨
神
社
を
祇
園
に
見
立
て
、
そ
の
参
道
の
橋
と
し
て
「
祇
園
橋
」
と
名
付
け
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
日
野
町
・
根
雨
）
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2005.July 県民局

　
昨
年
度
、
日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
ひ
の
ぼ

ら
ね
っ
と
）
が
県
か
ら
委
託
を
受
け
て
、
日
野
町
上
菅
地
区
を

拠
点
に
活
動
し
た
「
若
者
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
」
。
昨
年
度

活
動
に
関
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
結
成
し
た
「
若
者
ひ
の

地
域
づ
く
り
支
援
隊
」
で
こ
れ
を
引
き
継
ぎ
、
今
年
度
は
自
立

支
援
交
付
金
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
若
者
を
募
集
し
、
「
耕
作
放
棄
地

を
農
地
化
」
し
な
が
ら
農
業
を
通
じ
て
新
た
な
雇
用
機
会
を
創

出
す
る
事
業
と
し
て
、
今
年
度
は
５
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
主
な
作
物
は
、
白
ネ
ギ
と
辛
味
大
根
。
買
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
を
作
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
て
い
ね
い
に
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
・
ゴ
ボ
ウ
・
ス
イ

カ
・
ゴ
ー
ヤ
・
オ
ク
ラ
・
ナ
ス
・
ト
マ
ト
な
ど
も
少
し
ず
つ
作
り
、
収
穫
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
雨
が
少
な
い
の
で
、
作
業
の
中
心
は
水
や
り
。
だ
ん
だ
ん
暑
く
な
る
中
で
忍
耐

の
い
る
仕
事
で
す
が
、
合
間
に
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
な
ど
も
楽
し
み
な
が
ら
、
汗
を
流
し
て
励
ん
で

い
ま
す
。

　
農
作
業
の
ほ
か
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
し
て
い
き
ま
す
。
５
・
６
月
は
、
高
齢
者
へ
の

誕
生
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
使
う
笹
の
葉
採
り
を
し
、
訪
問
活
動
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
と

の
関
わ
り
の
中
で
、
若
者
も
ま
た
、
元
気
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

若
者
ひ
の
地
域
づ
く
り
支
援
隊

　
　
　
　
代
表
・
山
下
　
弘
彦

□問い合わせ先　 県民局　県民課　電話：0859－72－2086　担当：宮本佳世子

慣れない機械に四苦八苦しながら、ネギ畑の畝つく
り。青々としたネギ畑ができるのを楽しみに、手入
れしています。

雨の少ない今年は、水やりが活動日の日課です。
ていねいな作業で、辛味大根はすくすく育ってきま
した。

作業はアドバイザーも一緒に。地道な農作業に励む
活動者を支えています。

イベント情報

日野川カヌー教室

かっぱまつり　8月28日（日）

江尾十七夜　8月17日（水）

日野川のカヌーはとっても楽しい～ですよ、
どなたでもＯＫですので、この機会をお見逃しなく！！
　日　　時：８月６日（土）午前9時30分～11時30分
　　　　　　　　７日（日）　　　　　 〃
　定　　員：２０人
　場　　所：リバーサイドひの付近（日野町下榎）
　申込み先：日野町公民館
　　　　　　　　電話７４－０２１２（担当三好）
　　　　　　　　　事前に電話で申し込み下さい。

　ヤマメ、イワナなどのつかみ取りや、バーベキューなど、子
どもから高齢者の方まで楽しく遊んで頂ける内容で、遊びなが
らふるさとの川や自然の大切さを学んでいただくイベントです。

開 催 日　８月２８日（日）午前１０時～
会　　　　場　江府消防署日南出張所前日野川河川敷（日南町生山）
開 催 内 容　①魚のつかみ取り（ヤマメ、マス、イワナ）
　　　　　　　②バーベキュー大会
問い合わせ先　日南の水をまもる会事務局　
　　　　　　　　電話　７７－３０１０　

　なお、参加費は小学生・中学生が前売り券５００円、高校生以上の大人が前売り券１５００円
です。当日券はそれぞれ５００円高くなっています。
夏休み最後の楽しい思い出に、ご家族、友だちなどお誘い合わせの上、多数ご参加下さい。

皆さんお待ちかねのお祭が今年も行われます。
　ノスタルジックな気分をたっぷりお楽しみ下さい。

前日イベント　8月16日（火）
　午前10：00 マスつかみ取り（せせらぎ公園）
十　七　夜　8月17日（水）
　午後 1：00　少年相撲教室･大会
　　　　　　　　　 (江美神社境内広場特設会場）
　　　 5：30　江美城太鼓（町内流し打ち）
　　　 7：00　舟谷川灯ろう・仁輪加（町内）
　　　　　　　日野川子供太鼓・創作太鼓・伯耆天神ばやし太鼓（江尾駅前ステージ）
　　　 8：00　南大山踊り・こだいぢ踊り（上之段広場）
　　　 8：30　火文字（久連山）
　　　 9：00　花　火（町運動公園グラウンド）
　　　　（終 日）　山車展示（町内各展示場）

問い合わせ先
　江府町役場地域再生推進課
　電話　７５－３３０５
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福
祉
保
健
局
保
健
衛
生
課

電
話
0
8
5
9-

7
2-

2
0
3
9

担
当
　
須
田
　
崇
彦

問い合わせ先

不
正
軽
油
の
撲
滅
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

不
正
軽
油
の
撲
滅
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

不
正
軽
油
っ
て
？

○
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
な
ど
の
燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
軽
油
に
、
灯
油
や
重
油
な
ど

　
を
混
ぜ
た
燃
料
や
灯
油
や
重
油
な
ど
に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
た
燃
料
を
軽
油
と
偽

　
り
販
売
し
て
い
る
も
の
で
す
。

な
ぜ
撲
滅
が
必
要
な
の
？

○
脱
税
行
為
で
あ
る
。

・
不
正
軽
油
は
、
納
税
の
必
要
な
軽
油
引
取
税(

32
・
１
円
/
　
を
納
め
て
い
な
い
。

○
人
の
健
康
や
環
境
へ
悪
影
響
を
与
え
る
。

　
①
通
常
の
軽
油
よ
り
排
気
ガ
ス
中
に
有
毒
物
質
が
多
く
、
呼
吸
器
に
害
を
及
ぼ

　
　
し
ま
す
。

　
②
雨
水
と
反
応
し
亜
硫
酸
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
た
り
、
土
に
浸
透
し
土
壌
汚
染
を

　
　
も
た
ら
す
「
硫
酸
ピ
ッ
チ
」
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
エ
ン
ジ
ン
不
具
合
・
損
傷
の
原
因
と
な
る
。

　
・
燃
料
噴
射
ノ
ズ
ル
が
焼
き
付
く
な
ど
の
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
っ

　
　
て
い
ま
す
。

不
正
軽
油
を
ど
う
や
っ
て
見
分
け
る
の
？

○
不
正
軽
油
を
ひ
と
目
で
見
分
け
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
場
合

　
は
「
不
正
軽
油
で
は
な
い
か
？
」
と
い
う
疑
い
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。

　
①
購
入
し
た
軽
油
が
、
茶
褐
色
や
黄
色
を
し
て
い
る
場
合
。
（
通
常
の
軽
油
は
、

　
　
無
色
透
明
又
は
薄
黄
緑
色
）
【
サ
ン
プ
ル
写
真
添
付
】

　
②
価
格
が
市
価
と
比
較
し
て
著
し
く
安
い
。

不
正
軽
油
に
関
す
る
こ
ん
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
空
き
地
や
倉
庫
の
周
囲
が
高
い
塀
で
囲
わ
れ
、
刺
激
臭
が
す
る
。

○
深
夜
・
早
朝
に
社
名
の
な
い
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
頻
繁
に
出
入
り
し
て
い
る
。

○
価
格
が
著
し
く
安
い
、
軽
油
の
色
が
い
つ
も
と
違
っ
て
い
る
。

不
正
軽
油
の
撲
滅
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

リ
ツ

ト
ル

　
こ
れ
か
ら
夏
を
迎
え
、
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
食
中
毒
の
起
こ
り
や
す
い
時
期

と
な
り
ま
す
。
日
野
郡
で
は
、
平
成
１３
年
以
来
、
食
中
毒
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

県
内
で
は
過
去
１０
年
間
で
１
１
７
件
の
食
中
毒
事
件
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
５９
件
（

５０
・
４
％
）
が
家
庭
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
食
中
毒
予
防
の
三
原
則
「
清
潔
」
「
迅

速
」
「
加
熱
又
は
冷
却
」
を
守
り
、
安
全
な
食
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

１
　
清
潔
（
細
菌
を
つ
け
な
い
）

　
　
調
理
前
、
調
理
中
は
セ
ッ
ケ
ン
等
で
十
分
に
手
を
洗
い
、
食
中
毒
菌
を
洗
い

　
流
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
肉
・
魚
・
野
菜
を
扱
う
専
用
の
ま
な
板
、
包
丁
を
用
意
し
、

　
相
互
の
汚
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
（
複
数
の
ま
な
板
等
が
用

　
意
で
き
な
い
と
き
は
、
取
り
扱
う
食
品
ご
と
に
熱
湯
等
で
殺

　
菌
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
）

　２
　
迅
速
（
細
菌
を
増
や
さ
な
い
）

　
　
調
理
後
の
食
品
は
な
る
べ
く
早
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
　
加
熱
又
は
冷
却
（
殺
菌
す
る
ま
た
は
増
や
さ
な
い
）

　　
　
加
熱
す
る
食
品
は
十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
保
存
す
る
等
、

　
食
べ
る
ま
で
に
時
間
を
お
く
場
合
は
冷
蔵
庫
に
保
管
し
ま
す
。

　
夏
季
に
頻
発
す
る
食
中
毒
の
代
表
と
し
て
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
を
原
因
と
す
る
も

の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
海
水
中
に
存
在
す
る
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
が
、
そ

の
海
水
温
度
の
上
昇
と
と
も
に
活
発
化
し
て
鮮
魚
介
類
に
付
着
。
そ
の
後
、
室
温

放
置
な
ど
不
適
正
な
取
扱
い
で
菌
が
増
殖
し
た
鮮
魚
介
類
を
食
す
る
こ
と
に
よ
り

生
じ
る
食
中
毒
で
す
。
主
な
症
状
と
し
て
は
、
腹
痛
、
水
様
性
の
下
痢
、
発
熱
な

ど
で
す
。

　
こ
の
食
中
毒
を
予
防
す
る
に
は
特
に
下
記
の
こ
と
に
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

１
　
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
は
真
水
に
弱
い
。
鮮
魚
介
類
は
水
道
水
で
十
分
に

　
　
洗
う
こ
と
。

２
　
鮮
魚
介
類
は
必
ず
冷
蔵
保
存
（
１０
℃
以
下
、
で
き
れ
ば
４
℃
以
下
）

　
　
す
る
こ
と
。

３
　
鮮
魚
介
類
に
使
用
し
た
包
丁
、
ま
な
板
な
ど
の
調
理
器
具
は
熱
湯
等

　
　
で
殺
菌
す
る
こ
と
。

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒
に
ご
注
意

情
報
の
窓
口

　
鳥
取
県
西
部
県
税
事
務
所

　
課
税
課
　
間
税
係

　（
０
８
５
９
）３
１
ー
９
６
２
６
・
９
６

※両端２本が「不正軽油」、中２本は「正
　規の軽油」です。

※車両の燃料タンクから直接軽油を抜取り、
　不正軽油の検査を行っています。

【これだけ違いがあります！】

【こんな調査も行っています！】

県
民
局
県
民
課

電
話
0
8
5
9-

7
2-

2
0
8
3

担
当
　
別
所
　
秀
典

問い合わせ先
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（資料）『もり』は水の源（鳥取大学奥村武信氏講演資料(一部変更)）

水循環に対する森林の影響

木谷沢木谷沢(江府町江府町)の渓流と渓畔林の渓流と渓畔林

４
月
、
５
月
、
そ
し
て
梅
雨
に
入
っ
て

も
少
雨
が
続
き
、
日
野
川
で
は
取
水
制
限

に
入
る
な
ど
、
渇
水
が
深
刻
化
し
ま
し
た
。

日
野
川
の
水
は
、
飲
み
水
な
ど
生
活
用

水
と
し
て
は
勿
論
の
こ
と
、
農
業
用
水
や

工
業
用
水
と
し
て
、
流
域
の
人
々
の
生
活

を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

た
だ
何
気
な
く
流
れ
て
い
る
だ
け
と
思

わ
れ
が
ち
な
「
日
野
川
の
水
」
、
そ
し
て

そ
の
「
源
流
の
森
」
に
つ
い
て
、
こ
の
機

会
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

森
も
水
を
消
費
し
て
い
ま
す
が
、
森
が

な
く
な
る
と
降
っ
た
雨
が
一
挙
に
川
に
流

れ
出
て
し
ま
い
ま
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
、

川
の
水
は
年
間
を
通
じ
て
、
で
き
る
だ
け

同
じ
よ
う
に
じ
っ
く
り
と
流
れ
て
く
れ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

森
林
の
土
壌
に
は
、
小
さ
な
隙
間
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
雨
水
が
地
中
に
浸
透
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
落
葉
・
落
枝
や
草
木

が
地
表
を
流
れ
る
水
の
速
度
を
遅
ら
せ
、

地
中
に
浸
透
し
て
い
く
の
を
助
け
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
森
林
の
水
源
か
ん
養
機
能

を
高
め
る
に
は
、
森
林
土
壌
や
落
葉
・
落

枝
、
下
草
類
が
豊
か
な
森
に
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
日
野
郡
の
民
有
林
の
約
６
割
（
約
３
万

ha)

が
人
工
林
で
す
。
こ
の
人
工
林
の
間

伐
を
適
切
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
、
水
源

か
ん
養
機
能
を
高
め
て
い
く
上
で
も
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
『
森
林
環
境
保
全
税
』
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
県
で
は
、
手
入
れ
が

さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
る
奥
地
の
水
源

地
域
等
の
人
工
林
で
４０
％
程
度
の
間
伐
を

行
う
「
と
っ
と
り
環
境
の
森
緊
急
整
備
事

業
」
の
候
補
地
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
〜
森
林
の
水
源
か
ん
養
機
能
を

　
　
　
　
　
　
　
高
め
て
い
く
た
め
に
〜

農
林
局
林
業
振
興
課

電
話
0
8
5
9-

7
2-

2
0
1
7

担
当
　
大
西
・
杉
浦

問い合わせ先

『とっとり環境の森緊急整備事業』
　　　を行う人工林を募集しています！

対象となる林

事 業 内 容

負 担 割 合

条 件 等

手入れがされずに放置されている 奥地
の水源地域等の人工林（特に、共有林・財
産区有林等は優先採択されます。）

森林の公益的機能を高めるため、林の中
に広葉樹や下草が育つよう、県が事業主
体となって４０％程度の間伐を行います。

県　１０／１０

市町村と所有者で「とっとり環境の森づ
くり協定」を結びます。一定期間（原則80
年生まで）は皆伐や転用はできません。

木谷沢(江府町)の渓流と渓畔林

農林局2005.July
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日
南
町
花
口
の
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
「
す
み
れ
会
」
（
代
表
　
新
田
禎
子
　

１８
名
）
は
毎
年
会
員
が
総
出
で
野
草
茶
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
み
ん

な
で
近
く
の
山
に
出
か
け
、
お
茶
の
材
料
と
な
る
野
草
木
採
り
を
し
ま
す
。
こ

の
作
業
を
グ
ル
ー
プ
で
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
今
年
で
１８
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
今
年
も
６
月
の
梅
雨
の
合
間
、
天
候
の
良
い
日
を
見
計
ら
い
、
桑
、
柿
、

よ
も
ぎ
、
す
ぎ
な
、
く
ま
笹
、
ど
く
だ
み
等
を
次
々
と
採
取
し
ま
し
た
。
作

業
は
６
〜
７
月
に
か
け
て
行
わ
れ
、
ほ
た
る
草
、
お
お
ば
こ
な
ど
２０
種
類
程

度
の
野
草
木
の
加
工
が
続
け
ら
れ
ま
す
。

　
お
茶
は
熱
く
て
も
良
し
、
冷
や
し
て
も
良
し
で
、
会
員
の
自
家
用
は
も
ち

ろ
ん
、
な
つ
か
し
さ
や
健
康
志
向
に
支
え
ら
れ
、
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
と
し

て
町
内
の
直
売
施
設
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
共
同
作
業
の
後
に
は
会
員
持
ち
寄
り
の
昼
食
が
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。
山
菜
を
中
心
と
し
た
煮
物
、
漬
け
物
、
和
え
物
、
炒
め
物
が
お
皿
い

っ
ぱ
い
に
並
び
、
に
ぎ
や
か
な
お
し
ゃ
べ
り
と
と
も
に
、
加
工
や
料
理
方
法

の
交
換
も
行
わ
れ
、
重
要
な
技
術
伝
承
の
場
で
し
た
。

農
林
局
日
野
農
業
改
良
普
及
所

電
話
0
8
5
9-

7
2-

2
0
２
６

担
当
　
森
田
　
陽
子

問い合わせ先

熱くても冷してもお好みで 早朝からの共同作業で野草を集めました

梅雨のあいまの晴天に干し上げます 共同作業の後の楽しみの一つ　もちより昼食会



県土整備局 2005.July

15

県土整備局2005.July

14

一般国道181号「江府道路」及び一般国道183号「鍵掛峠道路」は、江府三次道路の一
部を構成すると共に、現道の線形不良箇所等の交通隘路区間の解消を目的としていま
す。平成17年3月に整備区間に格上げされ、本年度から事業化となりました。

江府三次道路の整備状況について

江府道路と鍵掛峠道路の新規事業化

　地域高規格道路「江府三次道路」は、鳥取県米子市を中心とする鳥取県西部

地方生活圏と広島県三次市及び庄原市を中心とする広島県備北地方生活圏

を相互に連絡する延長約90kmの道路です。

　この道路は、米子自動車道や中国自動車道と一体となって、生活圏各市町

村と中心都市の連絡時間を短縮し、交流圏の拡大が期待されます。

　江府三次道路の一部区間を形成する「生山道路」は日野町福長と日南町霞

を結ぶ4.6ｋｍの自動車専用道路です。

　鳥取県県西部地域における地域高規格道路としては、初めて供用するもの

で7月26日（火）午前11時から開通式を行い一般に交通開放しました。

1．概　　要

事 業 名：一般国道183号道路改良事業（国庫補助事業）
事 業 期 間：平成9～17年度
総 事 業 費：約１４３億円
事 業 規 模：延長4.6ｋｍ、幅員W=7.0（１１．５）ｍ［２車線］
主要構造物：生山トンネル４０７ｍ、北ノ原トンネル８９０ｍ
　　　　　 生山大橋150ｍ（他6橋）

「生山道路」の開通

整 備 概 要

≪かすみIC≫

≪生山大橋≫

≪北ノ原トンネル≫

［江府道路］ ［鍵掛峠道路」
位　置：日野郡江府町佐川～武庫 位　置：日野郡日南町新屋～庄原市西条町高尾
事業費：約130億円 事業費：約230億円
延　長：約４．６ｋｍ 延　長：約12ｋｍ

2．計画概要

県
土
整
備
局
計
画
調
査
課

電
話
0
8
5
9-

7
2-

2
0
5
9

担
当
　
奈
須
　
郁

問い合わせ先
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雇用創出支援奨励金のお知らせ雇用創出支援奨励金のお知らせ雇用創出支援奨励金のお知らせ
事業主の皆さん、今一度ご確認ください！

県
で
は
新
規
卒
業
者
や
解
雇
、
倒

産
な
ど
で
失
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

か
た
な
ど
を
新
し
く
雇
わ
れ
た
事
業

主
の
か
た
に
、
一
定
の
要
件
の
も
と

で
、
申
請
に
基
づ
き
、
奨
励
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

支
給
金
額
（
１
人
に
つ
き
）

・

中
小
企
業
等
雇
用
創
出
支
援
奨

「励
金

・
・
・
３
０
万
円

」

・

新
規
・
成
長
分
野
雇
用
創
出
支

「援
奨
励
金

（
事
業
認
定
等
を
受

」

け
た
事
業
主
に
限
る

・
・
・

）

７
０
万
円

対
象
事
業
主

・
県
内
に
所
在
す
る
事
業
所
で
、
雇

い
入
れ
６
ヶ
月
前
か
ら
奨
励
金
支

給
決
定
時
ま
で
に
事
業
主
都
合
に

よ
る
常
用
労
働
者
の
解
雇
が
な
い

こ
と

対
象
労
働
者

・
事
業
主
都
合
に
よ
る
離
職
者

・
公
共
職
業
訓
練
等
受
講
修
了
者

・
新
規
学
校
卒
業
者

申
請
期
間

平
成
17
年
４
月
１
日
以
降
採

奨
励
金
と
も
雇
い
入
れ

用
者
は
両

か
ら
６
ヶ
月
経
過
し
た
日
か
ら
６

ヶ
月
以
内(

た
だ
し
、
平
成
18
年

３
月
31
日
ま
で
）

すまりな異が間期請申りよに日れ入雇
≪ 雇入れた場合≫４月１日以降

H17.4.1例： 雇入れの場合の申請期間はH17.10.1～H18.3.31
６ヶ月経過支給申請期間（

した日から６ヶ月以内）
H17.4.1 H18.3.31平成１７年度 H17.10.1

H17.12.28平成１６年度 ３ヶ月経過支給申請期間（
した日から６ヶ月以内）

≪ に雇入れた場合≫３月３１日以前
例： 雇入れの場合の申請期間は ～ までH17.2.1 H17.5.1 10.31

日
野
郡
男
女
共
同
参
画
連
絡
会
か
ら
の
お
し
ら
せ

男
女
共
同
参
画
推
進
講
座（
リ
ー
ダ
ー
研
修
）開
催
!!

　
日
野
郡
男
女
共
同
参
画
連
絡
会
で
は
、
今
年
度
の
事
業
と
し
て
、

男
女
共
同
参
画
推
進
講
座
（
リ
ー
ダ
ー
研
修
）
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
師
に
、
大
月
悦
子
さ
ん
（
倉
吉
市
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議

会
長
）
を
お
迎
え
し
、
８
月
・
11
月
・
１
月
の
合
計
３
回
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
講
義
内
容
等
詳
細
に
つ
い
て
は
７
月
下
旬
に
決
定
し
ま
す
の
で
、

県
民
課
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

「
と
っ
と
り
食
の
宝
人
」
と
し
て
登
録
さ
れ
る
と
…

・
登
録
証
を
交
付
し
ま
す
。

・
鳥
取
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
登
録
リ
ス
ト
を
公
開
し
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し

　
ま
す
。

　
　
〜
「
鳥
取
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
運
動
」
推
進
の
一
環
で
す
〜

★
ど
ん
な
制
度
？
★

○
鳥
取
の
伝
統
料
理
・
郷
土
料
理
、
地
元
食
材
を
使
用
し
た
料
理
の
普

　
及
啓
発
活
動
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
方
を
「
と
っ
と

　
り
食
の
宝
人
」
と
し
て
登
録
し
ま
す
。

○
「
と
っ
と
り
食
の
宝
人
」
の
活
動
を
さ
ら
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
た

　
活
動
と
し
て
広
く
認
知
し
、
鳥
取
の
食
文
化
を
確
立
し
よ
う
と
す
る

　
も
の
で
す
。

★
ど
ん
な
人
が
登
録
で
き
る
の
？
★

・
地
元
の
食
材
を
活
用
し
た
料
理
を
作
っ
た
り
、
そ
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

　
る
。

・
郷
土
料
理
の
伝
承
や
交
流
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
県
内
外
へ
と
っ
と
り
の
食
の
情
報
発
信
を
し
て
い
る
。

　
な
ど
、
鳥
取
の
食
文
化
の
Ｐ
Ｒ
に
が
ん
ば
っ
て
行
っ
て
い
る
方
が
対

　
象
と
な
り
ま
す
。

★
登
録
す
る
に
は
…
★

「
と
っ
と
り
食
の
宝
人
登
録
申
込
書
」
に
活
動
内
容
、
関
係
団
体
等
の

意
見
等
を
ご
記
入
の
上
、
日
野
総
合
事
務
所
県
民
局
に
郵
送
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
薦
に
限
ら
ず
、
推
薦
に
よ
る
申
込
み
手
続
き
も
あ
り
ま
す
。

〜
鳥
取
の
食
文
化
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
を
応
援
し
ま
す
〜

〜
鳥
取
の
食
文
化
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
を
応
援
し
ま
す
〜

〜
鳥
取
の
食
文
化
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
を
応
援
し
ま
す
〜

日
野
総
合
事
務
所
で
は
８
月
か
ら
毎
月
第
３
水
曜
日（
８
月
は
第
４
水
曜
日
）

に
出
雲
街
道
、た
た
ら
製
鉄
等
、日
野
郡
の
歴
史
に
つ
い
て
地
元
か
ら
講
師
を

招
き
、「
歴
史
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま

す
の
で
、皆
様
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

８
月
24
日

９
月
21
日

10
月
19
日

出
雲
街
道
と
参
勤
交
代

出
雲
街
道
の
道
標（
道
し
る
べ
）

根
雨
宿
の
番
所

■
講
師
　
川
上
　
護

※
11
月
以
降
の
テ
ー
マ
、

　
講
師
は
未
定
で
す
。　

■
時
間
／
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

■
場
所
／
鳥
取
県
日
野
総
合
事
務
所

　（
日
野
郡
日
野
町
根
雨
１
４
０
│
１
）

県
民
局
県
民
課

電
話
0
8
5
9-

7
2-

2
0
７
８

担
当
　
西
村
　
裕
子

問い合わせ先

県
民
局
県
民
課

電
話
0
8
5
9-

7
2-

2
0
８
３

担
当
　
別
所
　
秀
典

問い合わせ先

県
民
局
県
民
課

電
話
0
8
5
9-

7
2-

2
0
8
4

担
当
　
渡
辺
　
　
功

問い合わせ先

県
民
局
県
民
課

電
話
0
8
5
9-

7
2-

2
0
8
５

担
当
　
永
見
　
将

問い合わせ先

たからびと

※
申
し
込
み
書
は
総
合
事
務
所

　
県
民
局
に
あ
り
ま
す
。

県
民
局
県
民
課

電
話
0
8
5
9-

7
2-

2
0
8
５

担
当
　
土
井
一
寛

問い合わせ先
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架
空
請
求

融
資
保
証
金
詐
欺

オ
レ
オ
レ
詐
欺

　
困
っ
た
と
き
は
各
警
察
署
・
各
市
町
村
又
は

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
室
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

振
り
込
む
前
に
ま
ず
確
認
を
。

誰
で
も
良
い
の
で
、
身
近
な
人
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
突
然
の
「
最
終
通
告
」
。

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
の
ハ
ガ
キ
で

あ
な
た
か
ら
の
電

話
を
待
っ
て
い
ま

す
。

　
ハ
ガ
キ
で
く
る

請
求
は
架
空
請
求

で
す
の
で
無
視
し

ま
し
ょ
う
。

「
オ
レ
オ
レ
」
と
は
も
う
言
わ
な
い
。

警
察
、
弁
護
士
、
医
者
・
・
・
・
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
物
に
成
り
す
ま
し
、

あ
な
た
に
お
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う

と
狙
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
家
族

の
個
人
情
報
を
入

手
し
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｍ

、
チ
ラ
シ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

な

ど
低
利
率
の
「
融
資
」
を
持
ち
か

け
ま
す
。

　
融
資
を
申
し
込
む
と
「
信
用
能

力
の
確
認
」
「
保
証
金
」
「
振
込

能
力
の
確
認
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

名
目
で
お
金
を
振
り
込
ま
せ
、
騙

し
取
り
ま
す
。

　
貸
金
業
者
が
そ
の
よ
う
な
名
目

で
、
事
前
に

お
金
を
振
り

込
ま
せ
る
こ

と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

〜
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
〜

（
通
称
：
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
条
例
）

県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
を
き
っ
か
け
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
と
は
？

駐
停
車
時
（
自
動
車
が
走
っ
て
い
な
い
時
）
に
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
こ

と
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
一
人
一
人
が
参
加
で
き
る
地
球
に
や
さ
し
い
行
動
で
す
。

こ
の
条
例
で
は
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な

事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

【
自
動
車
を
運
転
す
る
者
の
責
務
】

信
号
待
ち
、
交
通
渋
滞
等
の
場
合
を
除
き
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
認
証
制
度
】

積
極
的
に
こ
の
運
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
推
進
事
業
所
及
び
宣
言
す

る
個
人
（
宣
言
者
）
に
対
し
、
知
事
が
認
証
し
、
応
援
す
る
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

暑
い
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、

　
　
　
　
　
　
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

日
野
川
の
源
流
と
流
域
を
守
る
会

　
源
流
の
森
や
、
日
野
川
の
水
辺
に
触
れ
あ
い
な
が
ら
学
ぶ

『
日
野
川
・
森
と
川
の
楽
校
』
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
農
林
局
林
業
振
興
課
内
の

事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

川の楽校

森の楽校

名
　
称

日
　
時

場
　
所

内
　
容

森
の
楽
校

日
南
町
菅
沢

呼
子
キ
ャ
ン
プ
場

里
山
の
生
き
も
の

観
察
な
ど

水
辺
の
生
き
も
の

観
察
な
ど

日
吉
津
村
富
吉

日
吉
津
水
辺
の
楽
校

川
の
楽
校

７
月
30
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
12
時

７
月
31
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
12
時

が
っ
こ
う

が
っ
こ
う

が
っ
こ
う

県
民
局
内

電
話
0
8
5
9-

7
2-

2
0
７
５

日
南
町
教
育
委
員
会

電
話
0
8
5
9-

８
2-

１
１
１
８

日
野
町
教
育
委
員
会

電
話
0
8
5
9-

7
2-

2
１
０
６

江
府
町
教
育
委
員
会

電
話
0
8
5
9-

7
５-

２
２
２
３

担
当
　
清
水
　
和
祥

問い合わせ先

県
民
局
内

電
話
0
8
5
9-

7
2-

2
0
７
５

担
当
　
清
水
　
和
祥

問い合わせ先

　
４
月
か
ら
、
日
野
総
合
事
務
所
県
民
局
内
に
日
野
郡
３
町
の
地
域

教
育
を
担
当
す
る
指
導
主
事
が
、
西
部
教
育
事
務
所
か
ら
派
遣
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
だ
、
日
南
町
・
日
野
町
・
江
府
町
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
徴
を
把
握
し
活
動
計
画
を
立
て
て
い
る
段
階
で
す
が
、
各
町
の

教
育
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
課
題
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
野
郡
全
体
の
活
動
も
視
野
に
入

れ
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
を
よ
り
強
く
し
て
い
こ
う
、
か

け
が
え
の
な
い
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
育
て
て
い
こ
う
と
い
う
気
運

が
高
ま
っ
て
い
く
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
、
各
小
・
中
学
校
の
授
業
を
含
む
活
動
の
中

で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
研
修
会
の
場
で
、
地
域
の
社
会
教
育
活
動
な
ど

で
、
姿
を
見
か
け
ら
れ
る
場
面
も
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

活
動
の
様
子
も
広
報
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ご
意
見
や
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

気
軽
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

西
部
消
費
生
活
相
談
室

　
住
所
　
米
子
市
末
広
町
７
４

　
電
話
　
０
８
５
９-

３
４-

２
６
４
８

鳥
取
県
警
総
合
相
談
室

　
住
所
　
鳥
取
市
東
町
１
丁
目
２
７
１

　
電
話
　
０
８
５
７-

２
７-

９
１
１
０

問い合わせ先

福
祉
保
健
局
保
健
衛
生
課

電
話
0
8
5
9-

7
2-

2
0
3
9

担
当
　
秋
田
　
麻
美

問い合わせ先

農
林
局
　
林
業
振
興
課

電
話
0
8
5
9-

7
2-

2
0
２
１

担
当
　
谷
口
　
紳
二

問い合わせ先
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安
全
で
お
い
し
い
原
木
シ
イ
タ
ケ

日
野
郡
生
産
者
が
上
位
入
賞

ほだ木に生えたシイタケ、木をほだ木に生えたシイタケ、木を
長さ１長さ１ｍ位に切ってシイタケ菌位に切ってシイタケ菌
がまわったものをほだ木というがまわったものをほだ木という

ほだ木に生えたシイタケ、木を
長さ１ｍ位に切ってシイタケ菌
がまわったものをほだ木という

イ
ノ
シ
シ
等
被
害
防
止
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
と
こ
ろ
全
県

的
に
イ
ノ
シ
シ
等
の

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
が
増
加
し

、
日
野
郡
内
で
は
毎

年
約
１
千
万
円
前
後

の
農
作
物
被
害
が
発

生
し
、
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
現
在
、
鳥
獣
被
害
対
策
に
対
す
る

相
談
窓
口
や
支
援
体
制
が
不
十
分
で
あ
る
と
の
声
が

県
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
６
月
１

日
か
ら
各
総
合
事
務
所
農
林
局
、
各
地
方
農
林
振
興

局
内
に
「
イ
ノ
シ
シ
等
被
害
防
止
相
談
窓
口
」
を
開

設
し
、
対
応
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し

て
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
に
関
す
る
疑
問
、
相
談
な
ど

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

被害面積 被害額 被害面積 被害額 被害面積 被害額 被害面積 被害額

H14 1,350 10,294 - - - - 150 1,965
H15 650 7,792 5 100 3 39 56 2,436
H16 679 9,783 2 35 25 550 21 167

鳥　　害
獣　　　　害

イノシシ シカ ヌートリア

農
林
局
農
業
振
興
課

電
話
0
8
5
9-

7
2-

2
0
０
７

担
当
　
小
松
、
田
中

問い合わせ先

農
林
局
　
林
業
振
興
課

電
話
0
8
5
9-

7
2-

２
０
２
０

担
当
　
前
野
　
洋
一

問い合わせ先

　
日
野
郡
で
は
コ
ナ
ラ
な
ど
の
木

に
、シ
イ
タ
ケ
菌
の
種
駒
を
打
ち

込
ん
で
菌
を
ま
わ
ら
せ
て
発
生
さ

せ
る
原
木

栽
培
に
力

を
入
れ
て

い
ま
す
。

シ
イ
タ
ケ

菌
は
原
木

の
養
分
を

吸
収
し
て

育
ち
、晩
春
と
早
春
の
二
回
お
い

し
い
シ
イ
タ
ケ
と
な
っ
て
出
て
き

ま
す
。自
然
の
恵
み
と
栽
培
者
の

努
力
が
合
わ
さ
っ
た
一
品
で
す
。

　
６
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三

十
八
回
全
農
乾
椎
茸
品
評
会
で
、

日
南
町
の
渡
辺
健
さ
ん
が
林
野
庁

長
官
賞
、名
和
川
勝
さ
ん
が
日
本

き
の
こ
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、鳥
取
県
は
、

入
賞
点
数
が
多
い
順
番
で
決
ま
る

総
合
成

績
で
四

年
連
続

二
位
と

い
う
小

さ
な
県

と
し
て

は
誇
る

べ
く
快

挙
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。こ
う
し
た
レ
ベ

ル
の
高
い
技
術
を
持
っ
た
生
産
者

の
お
い
し
い
シ
イ
タ
ケ
が
安
心
し

て
食
べ
ら
れ
る
の
は
、と
て
も
幸

運
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

向かって左が渡辺健さん、向かって左が渡辺健さん、右が名和川勝さん右が名和川勝さん向かって左が渡辺健さん、右が名和川勝さん

日野郡での農作物の鳥獣被害状況 単位：アール、千円

資料：鳥獣被害及び有害鳥獣駆除実施状況調（鳥取県調べ）
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∧
参
考
∨

　
　
鳥
取
県
日
野
郡
民
行
政
参
画
推
進
会
議
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

　
第
５
条
　
前
条
第
１
項
の
応
募
資
格
者
と
は
、
次
条
各
号
に
掲

　
　
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る

　
　
者
以
外
の
者
を
い
う
。

　
(1)
〜
(2)
　
略

　
(3)
　
公
職
（
公
職
選
挙
法(

昭
和
25
年
法
律
第
100
号)

第
３
条
に

　
　
規
定
す
る
公
職
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。)

　
　
の
候
補
者
又
は
公
職
に
あ
る
者

　
第
７
条
　
委
員
は
、
第
５
条
各
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に

　
　
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
、
又
は
前
条
各
号
に
掲
げ
る
者
の

　
　
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
職
を
失
う

◆
「
第
３
回
鳥
取
県
日
野
郡
民
行
政
参
画
推
進
会
議
」
を
開
催

　
し
ま
し
た
。

　
日
　
時
　
平
成
１７
年
６
月
１１
日（
土
）　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
３０
分

　
場
　
所
　
日
野
総
合
事
務
所
大
会
議
室

　
今
回
の
会
議
で
は
、
午
前
中
に

フ
ロ
ア
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、

個
々
の
委
員
が
設
定
さ
れ
た
６
つ

の
ブ
ー
ス
（
総
合
事
務
所
各
局
、

教
育
関
係
、
黒
坂
警
察
署
）
に
お

い
て
、
県
政
に
つ
い
て
各
担
当
と

真
剣
に
質
疑
を
行
わ
れ
、
午
後
に

全
体
会
議
で
さ
ら
に
県
政
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
や
今
後
の
郡
民
会

議
の
進
め
方
に
つ
い
て
一
生
懸
命

討
論
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
次
回
（
第
４
回
会
議
）
の
開
催
予
定

　
　
日
　
時
　
平
成
１７
年
９
月
１０
日
　
午
前
１０
時
か
ら
　

　
　
場
　
所
　
日
野
総
合
事
務
所
大
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
一
般
の
方
の
傍
聴
も
可
能
で
す

◆
第
２
回
会
議
の
意
見
に
対
す
る
県
の
処
理
方
針
等
に
つ
い
て

　
平
成
１７
年
３
月
６
日
（
日
）
に
開
催
し
た
「
第
２
回
鳥
取
県
日
野
郡
民
行
政

　
参
画
推
進
会
議
」
で
の
意
見
に
対
す
る
県
の
処
理
方
針
等
に
つ
い
て
、
次
ペ
ー

　
ジ
以
降
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
（
回
数
は
現
在
の
第
２
期
委
員
に
な
っ
て
か
ら
の
通
算
回
数
と
し
て
い
ま
す
。
）

　
・
鳥
取
県
日
野
郡
民
行
政
参
画
推
進
会
議
の
第
２
期
委
員
で
あ
る
三
輪
英
男
委

　
　
員
（
江
府
町
）
が
、
鳥
取
県
日
野
郡
民
行
政
参
画
推
進
会
議
条
例
第
７
条
の

　
　
規
定
に
よ
り
、
平
成
１７
年
６
月
１４
日
付
け
で
「
失
職
」
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

　
　
知
ら
せ
し
ま
す
。
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　高齢化率の高い日野郡には介護支
援を受けなくてはならない予備軍が
大変に多いと思う。「こころのセー
フティネット事業」の「ケア会議」
においては、予防的な対応なども加
えていただくことを要望したい。

　昨年の天候の悪化などで産地とし
てそばの生産が非常に厳しい状況に
なっている。農業施策がめまぐるし
く変わったり補助金が削減される中
で本当に日野郡をそばの産地として
売り出すことができるのかどうなの
か。日野郡産のそばで地域を売り出
そうという立場としては死活問題で
ある。そばの産地づくり対策につい
ての考えを伺いたい。

　当初日野町の境までの5キロだっ
たのが、4.1キロと900メートル短
くなっている。
　集落に帰ってそれなりの説明をす
る立場であるので、ルートやアウト
ラインについて伺いたい。

　下安井橋（江府町）は交互通行で
きる橋ではない。（江府道路が当面
江府町荒田までというのであれば）
我々住民という立場からすれば、今
回は残念であるが、例えば橋なら橋
の拡幅に向けて、別な方法としてこ
ういう措置もあるんだというような
前向きな考え方をいただきたい。

　「こころのセーフティネット事業」
は、県内において、高齢者の自殺が
全体の４割を占めること、高齢者の
自殺は介護や病気といった社会的に
解決できる要因によるものが多いこ
となどから、地域ネットワークづく
りを市町村と一緒になって行い、自
殺防止を検討しようとするモデル事
業である。日野郡では、日南町と協
力して実施する予定で、現在、アン
ケート調査内容等を調整していると
ころである。

　日野郡そば研究会（平成１４年３
月設立）の構成員として県（日野総
合事務所農林局）も加わり、産地づ
くりの取組を支援してきた。
　今までの主な取組支援
・生産安定：品種適応試験、栽培暦
　の作成（H14～）
・消費拡大：ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成（H14）
・そば焼酎の開発（H15）
・イベント開催（そば祭、ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ
　等）（H14～）

　当初は、江府町佐川から日野町境
までを対象としていたが、日野町境
付近は現国道をそのまま利用するこ
ととし、江府町佐川から日野川左岸
を通り荒田までのバイパス計画とし
た。
　なお、平成１７年３月に地元江府
町、町議会、区長会等には延長
４．６キロの計画を説明している。

　江府道路については、当初、江府
町佐川から日野町境までを対象とし
ていたが、日野町境付近は現国道を
そのまま利用することとし、江府町
佐川から日野川左岸を通り荒田まで
のバイパス計画とした。

　今回の「ケア会議」は、アンケー
ト調査、巡回相談により支援が必要
な方について、個別の問題解決のた
めに開催することを考えている。
　ただ、自殺予防を進めるためには、
介護予防事業等による孤立防止や仲
間づくりなど地域で支援する体制づ
くりが必要と考えており、モデル事
業を実施する中で介護予防との連携
も検討していく。

　引き続き、産地づくりに向けた取
組を支援していく。
　本年は、天候不順による危険分散
を図るための「夏そば」の試作及び
排水対策技術の普及に取り組んでい
る。

　平成１７年度、延長４．６キロの
計画で新規箇所として事業着手する。

　下安井橋は、町の管理であり、町
に確認したところ、財政状況も厳し
く、橋の拡幅に着手することは当面
困難とのことであった。

会議意見 現状・経過 処理方針等

会議意見 現状・経過 処理方針等

5　「ケア会議の開催」について

6　そばの産地づくりについて

会議意見 現状・経過 処理方針等

7　高規格道路江府三次線・江府町佐川・日野町間の整備について

会議意見 現状・経過 処理方針等

8　下安井橋について

第２回日野郡民行政参画推進会議での意見について
（平成17年３月６日開催）

　昨今父子家庭も増えていると思う。
所得制限問題も絡んでくるとは思う
が、母子家庭の支援制度と同じよう
な扱いについても考えていただきた
い。

　年を取ったら耳が聞こえなくなる
のは当たり前というようなところが、
認定医の考えにある。身体障害者の
認定を受けたらなかなか等級が上が
らない。私は６級を受けてから25
年になるが、等級を上げる検査とい
うのはない。等級を上げて２級や１
級になると障害者年金を払わなくて
はいけなくなり、日本全国でやって
いたらいくら金があっても足りない
ということのようだ。
　１７年度「障害者の実態・ニーズ
調査」で、身障者に対してアンケー
トを取るということだが、アンケー
トの内容の中にそういったものを組
み込んで欲しい。　

　身体障害者（聴覚障害者）には補
聴器１個しか給付されない。
　片側が聞こえないというのは平衡
感覚が絶対取れない。聞こえなくて
はどうにもならないので、私自身は
両耳に自分で負担をしながら入れて
いる（１個７万円）。皆さんそうし
ている。聞こえればいいではないか
というこの施策をどうにかして変え
てほしい。これは身体障害者聴力障
害者の思いである。

家族の柱になる方が勤めができな
くなって収入がない場合などに、支
援するような融資制度などはないか。
これからはそういうことも多くなる
のではないかと思うので考えてみて
欲しい。

　母子寡婦福祉資金や児童扶養手当
などの国の支援制度は母子家庭のみ
を対象としているが、県単独制度に
ついては父子家庭も母子家庭と同様
な扱いとすることとし、平成１５年
度から「特別医療費助成制度」、平
成１７年度から小・中学校入学時に
支度金を支給する「ひとり親家庭助
成事業」の対象に父子家庭を加えた
ところである。

　障害者手帳の交付後、障害の内容
によっては更生医療・機能回復訓練
等により、障害程度が軽減されたり、
年齢の経過・病状の悪化などにより、
障害程度が重度化することもあり得
る。
　障害程度に変更があった場合、「身
体障害者手帳再交付申請」を行うこ
とができる。

　補装具の給付は、原則として１種
目につき１個だが、職業上又は学校
教育上真に必要があると認められる
場合であれば、２個交付することは
可能であるとされている。（「補装
具給付事務の取扱いに関する指針に
ついて」平成１２年３月３１日付厚
生省大臣官房障害保健福祉部長通知）
　１個という基準があるが、例えば
幼少時から２個装着し、２個なけれ
ば教育上影響があるなど、個別の事
情によって判断される場合もある。

　平成１４年１月より失業者に対し
て離職者支援資金を貸し付ける制度
として「生活福祉資金（離職者支援
資金）貸付制度を実施している。（実
施主体は鳥取県社会福祉協議会。申
請窓口は各市町村社会福祉協議会）
　また、雇用保険制度や雇用対策制
度及び他法他施策を活用しても生活
困窮となる場合の支援は生活保護制
度の利用となる。

　資金の借り受けが必要な父子家庭
については、生活福祉資金（貸付金
額、利率は母子寡婦福祉資金と同程
度：所得制限あり）制度の利用が可
能であるので、その周知を図る。
　児童扶養手当について父子家庭を
対象に加えるよう国に働きかける。
　父子家庭を含めひとり親家庭の相
談窓口である母子自立支援員（日野
総合事務所に配置）の周知を図る。

　障害程度に変更があった場合は、
本人の意思により、身体障害者手帳
再交付申請を行うことができるので、
町に相談いただきたい。
　なお、「障害者の実態・ニーズ調
査」については、「平成１７年度サ
ービス利用実態調査」（全国調査）
が行われるなど事情が変わったため、
実施を見合わせたいと考えている。

　補聴器を片耳しか装着しないこと
で、平衡機能障害となる旨の医学的
意見があれば、身体障害者更生相談
所の判断により、補聴器を２個交付
することも可能とする方向で研究し
てみたい。

　離職者支援資金貸付制度について
は県・町の社会福祉協議会に相談し
ていただきたい。また生活困窮につ
いての相談は各福祉事務所に相談し
ていただきたい。
　なお、新たな融資制度の創設は検
討していない。

会議意見 現状・経過 処理方針等

会議意見 現状・経過 処理方針等

会議意見 現状・経過 処理方針等

会議意見 現状・経過 処理方針等

1　父子家庭への支援について

2 身体障害者の認定について

3 身体障害者の補装具について

4　生活費支援について
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　今回、黒坂警察署の新しい駐在所
の場所が簡単に明示された。今まで
の駐在所の建物は非常に新しく、か
なりのスペースがあると思う。今後
の活用について、どう考えているか。
地域にそれを解放していただくこと
ができるのかどうか。できるとすれ
ばどのような手順で利用できるのか、
ということについて現時点での考え
方を伺いたい。

　廃止駐在所については、
○　警察が必要とする場合は、職員
　宿舎等として利用
○　土地が県有地で、警察施設とし
　て利用計画がない場合
　・市町村から公共利用のための施
　設の譲渡希望があれば譲渡（ただ
　し、土地は売却が前提）　
　・市町村から譲渡希望がなければ、
　一般競争入札により売却
○　土地が民間からの借地の場合は、
　解体して返還
○　土地が市町村からの借地の場合、
　市町村から公共利用のための施設
の譲渡希望があれば市町村に譲渡、
利用希望がなければ解体して市町村
に返還することとしており、現時点
の状況は次のとおり。

　廃止駐在所の利用については、市
町村から利用希望があった施設につ
いては、警察本部で公共目的に合致
するか否かを検討して市町村に譲渡、
希望がなかった施設については解体
することとして、処理方針を決めて
いる。黒坂警察署の廃止駐在所で、
今年度中に解体を計画している矢戸
駐在所及び茶屋駐在所について、地
区の公共施設として利用したいとの
希望があれば、日南町役場に申出が
あれば、検討したい。

会議意見 現状・経過 処理方針等

12　黒坂警察署の既存駐在所の利用について

日 南 町

民 間

日 南 町

日 野 町

鳥 取 県

旧 溝 口 町

　

民間・旧岸本町

鳥 取 県

江 府 町

利用希望なし

　－

利用希望なし

地区集会所として　

利用希望あり

職員宿舎に使用中

職員宿舎に使用中

　－

老人福祉施設として

利用希望あり

地区集会所として　

利用希望あり

解体して日南町に返還

解体して土地所有者に

返還

解体して日南町に返還

地区集会所として

日野町に譲渡予定

　－

解体して土地所有者に

返還

老人福祉施設として

江府町に譲渡予定

地区集会所として

江府町に譲渡予定

　たくさんのお年寄りが運動のため
に地域で歩く会があったりして、普
通の歩道ではなくて、川沿いの道や
山が見えたりするような場所を歩い
ている。その道がでこぼこしている
ので直して欲しいと町に要望したら、
それは歩くための道ではなくて県の
河川工事の仮の道だから、危険であ
れば直すのではなくて道を通行止め
にするようなことを言われた。歩き
たいというのが主旨なので、予算が
もらえたら地区でも直したいという
要望もしたが、通らないのが一番の
ような言い方をされた。こういう面
での町との連携はどうなっているの
か。本当に川沿いの道を直すことは
県の整備では難しいことなのか伺い
たい。

　生山のトンネル工事の際に、
トラックが通らないということで川
の側にそれ専用の道を作られた。細
い道しかなくて交差ができるように
なり良かったのだが、つい最近の自
治会の話の中で工事が終わったので
その道は現状にもどすようという話
が出たが、本当に狭くて危ないとこ
ろなのでできれば残していただきた
い。

　江府町の１８１号線から４８２号
線に上がっていく踏切の手前から交
差点までがかなりの坂で、子どもの
通学路になっているが、冬場にそこ
で滑る子どもがたくさんいる。
　先日も凍結が少し厳しかったため
滑って止まっていた車の下にストン
と入ってしまったということがあっ
た。たまたま事故には至らなかった
が考えてほしい。

　当該道路は、河川工事の仮設道で
はなく、県管理の河川管理用道路で
ある。
　河川管理用道路は、原則河川を維
持管理するために設けている道路で
あり、道路の歩道と異なり、快適な
歩行ができるような状態を確保する
ことまでは想定しておらず、河川管
理上支障があるかどうかという観点
から判断し修繕を行なうこととして
いる。
　通常、町が住民の方からお話を受
けた場合、管理者である県にその都
度連絡していただいており、連絡を
受けた県は、必要に応じて修繕を行
なうなど、町と連携を図りながら対
応している。

　この道は、工事用仮設道路として
設置したものであり、工事期間中に
限り一時的に河川占用が許可された
ものである。
　この道路の存続については地元よ
り要望が出されていたこともあった
が、出水期の洪水のおそれなどから
存続は困難であった。
　この結果にもとづき、平成１６年
１２月に地元生山自治会、町道管理
者の日南町とも協議し、了解を得た
上で、平成１７年１月に工事用仮設
道路を撤去した。

　当該区間の歩行者の安全交通対策
としては、平成１５年度に歩車道境
界ブロック、張り出し歩道を設置し
たところである。

　町が意見のような対応をしたのか
どうか確認できなかったが、当該箇
所の補修については、対応した。

　凍結による歩道の滑りについては、
その区間に滑り止めを検討していき
たいと考えている。

会議意見 現状・経過 処理方針等

9　河川工事の仮設道路の歩道利用について

会議意見 現状・経過 処理方針等

10　工事用仮設道路の存続について

会議意見 現状・経過 処理方針等

11　安全な道路整備事業について

駐在所名 土地所有者 公共利用希望 今後の予定

矢　戸

上石見

茶　屋

高　尾

本　郷

二　部

岸　本

武　庫

宮　市
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　江府町では駐在所が江尾に一つと
なってしまう。最近の振り込め詐欺
などの対応について心配しているが、
どう考えているか。

　江府町駐在所の１カ所で１人だと
留守のときがほとんどになる。でき
れば２人いていただきたいなと思う
が予算の関係があると思う。駐在所
の中にいつも駐在さんがおられると
いう安心感がほしい。

　駐在所の再利用で職員の官舎も有
効利用案としてはいいと思うが、駐
在所がそれだけ減るということは、
駐在さんと地域との密接な接点がな
くなるので、官舎として使用という
ことであれば、単に帰ってきて寝て
朝出るということだけではなく、地
域との触れ合いを持っていただきた
い。

　黒坂警察署管内の振り込め詐欺の
被害状況は(旧溝口警察所管内を含
め）、平成１６年の１年間で５件を
認知し、被害合計額は約３１５万円、
平成１７年は４月末現在で、１件、
被害額５６万円を認知している。
　また、県内の振り込め詐欺は、平
成１６年の１年間で合計１４２件を
認知し、被害合計額は１億５，００
０万円を超えた。平成１７年は４月
末現在で、合計７５件を認知し、被
害合計額は１億円を超えており、依
然として高水準で発生している。
　黒坂警察署では組織再編前から、
振り込め詐欺事件の捜査を活発に展
開するとともに、駐在所の警察官を
含め警察署全体の活動として、警察
広報紙を配付したり、各種会合の場
で視聴覚機材を活用して講演を実施
したり、各家庭の電話機に被害防止
のステッカーを貼付したり、高齢者
方の巡回連絡するなどして被害予防
活動を強化しており、さらには、公
共広報紙、マスコミ等関係機関を通
じた啓発活動や、その他金融機関の
ＡＴＭに被害防止のステッカーを貼
付するなどして、振り込め詐欺の抑
止について強力に推進しているとこ
ろである。

　江府町の駐在所は、世帯数と事件
事故の発生状況を考慮し、３カ所か
ら１カ所に再編し、現在は江尾駐在
所に1人の勤務員を配置して対応し
ている。

　職員には、地域住民の一員として、
可能な限り、地域の一斉清掃、運動
会、会合等の自治会行事へ積極的に
参加するよう指導している。

　振り込め詐欺の被害予防について
は、管内住民の皆様にもかなり周知
されてきたものと考えているが、黒
坂警察署では組織再編後も、警察署
全体の活動として引き続き、これら
被害抑止対策を強力に推進していき
たいと考えている。

　管内治安については、駐在所員に
よる巡回連絡やパトロールは勿論、
自動車警ら隊と黒坂警察署及び同署
溝口幹部派出所のパトカーによるパ
トロールを強化し昼夜の治安維持に
当たっている。
　また、駐在所員の転用勤務を抑制
し、管内での活動を増やすこととし
ているほか、学校、金融機関、駅等
の立寄りも従前に増して行っており、
これら地道な活動を続けていくこと
が、住民の方々の理解につながり、
安心感を得ることになると考えてい
る。

　引き続き、可能な限り、地域住民
として自治会活動への積極的な参加
を指導していきたい。

会議意見 現状・経過 処理方針等

13　振り込め詐欺への対応について

会議意見 現状・経過 処理方針等

14　駐在所の体制について

会議意見 現状・経過 処理方針等

15　駐在所の再利用について

　日野高校の就職率が100％だとい
うことだが、卒業時点の就職率だけ
でなく、できれば１年か２年ぐらい
の離職率等も統計として取って公表
してもらうと、職業高校にも企業側
に評価してもらえる材料になるので
はないか。

　スクールカウンセラーが各中学校
全校配置になるということだが、全
校配置はいいが質はどうかという心
配の声も聞く。それについての考え
を伺いたい。

　中学校になって不登校になったの
だが、その要因がＡＤＨＤ（注意欠
陥多動性障害）にあるために不登校
だったというような事例を聞いた。
不登校と言っても一概に環境だけが
要因ではない場合がある。もっと保
育園のときに気付いて薬などの投与
や病院などに掛かっていたら学校に
スムーズに行けていたのにというよ
うな話もある。そういう連携が教育
関係機関と福祉保健局のあたりであ
るのかどうか。

　不登校というと一般に思われてい
るような環境的なことや家庭生活ば
かりが要因ではないというような情
報提供や講演なども学校関係でして
いただきたい。

　平成１７年３月卒業生においては、
学校として求人開拓や就職指導に努
力したことに加え、日野郡内の福祉
施設や米子市のコールセンターから
の求人が多かったこともあり、ほぼ
100％の就職決定率となった。　　
しかし、就職後の離職率等の正確な
把握はできていない。
　学校紹介で就職した生徒が離職し
ようと思う時には、あらかじめ必ず
学校の進路担当者に相談するように
指導しており、相談の結果、離職を
踏みとどまった事例もあった。

　平成１７年度は、スクールカウン
セラーを全公立中学校６０校に配置
している。スクールカウンセラーは、
臨床心理士２１名、精神科医１名、
大学教授３名、元教員８名、その他
６名である。
　スクールカウンセラー連絡協議会
を年２回開催し、他校の事例等を話
し合い情報交換することをとおして
資質の向上を図っている。

　不登校の原因にＬＤ、ＡＤＨＤな
どの軽度の発達障害の二次的な障害
が起因することがある。早期発見、
早期対応と一貫した支援をしていく
ことが大切であることから、福祉保
健部局と教育委員会が連携した支援
体制づくりに取り組み始めたところ
である。
　例えば小学校と保育所・幼稚園と
の情報交換の場を設けたり、保健部
局が行う５歳児検診に学校教育担当
者が立ち会うなど。
　また教育委員会ではＬＤやＡＤＨ
Ｄなどについて専門研修を受けた教
員（ＬＤ等専門員）が、依頼に応じ
保育所や幼稚園へ相談員や研修講師
として出向き、適切な支援が図られ
るよう指導助言する取組を継続して
行っている。

　不登校に至る原因の中には、様々
なものがあるが、問題行動やＬＤ、
ＡＤＨＤ等に起因するものもある。
教育委員会では、不登校に関する教
職員研修資料「明日、また学校でⅠ、
Ⅱ」を全教職員に配布し、不登校の
未然防止の重要性を訴えるとともに
日常的な取組や研修等で活用するよ
う情報提供している。

　学校として、県外に就職した者も
あり、全ての者の状況を把握するこ
とは困難であるが、できる範囲で離
職者数及びその理由を把握、分析し、
以後の指導に役立てるようにしたい。
　個別の学校の離職率等の公表につ
いては、慎重に検討したい。

　臨床心理士会や島根大学などと連
携して、引き続き臨床心理士の資格
を持っている人を少しでも多くスク
ールカウンセラーとして任用してい
きたい。
　また、今年度も引き続きスクール
カウンセラー連絡協議会を開催し他
校の取組状況等を情報交換する。

　保育所・幼稚園やその保護者に対
し、引き続きＬＤ等への取組に関す
る啓発活動を進めるとともに、教育
委員会と福祉保健部局との連携ある
対応を充実するよう努める。

　日野教育支援センター等と連携を
図りながら、不登校児童生徒の体験
活動や保護者の研修会の開催など、
今後も必要な情報を保護者や生徒に
提供していく。

会議意見 現状・経過 処理方針等

16　高校新卒者の離職率について

会議意見 現状・経過 処理方針等

17　スクールカウンセラーについて

会議意見 現状・経過 処理方針等

18　不登校対応についての教育関係機関と福祉保健局との連携について

会議意見 現状・経過 処理方針等

19　不登校についての情報提供や講演会について
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　先生方の計画として１時間に行わ
れる授業内容は決められていると思
うが、子どもの質問が時間中になか
なかできないというようなことも聞
く。そういう時間がゆとり教育の中
で削られていくとしたら、ちょっと
問題があるのではないか。

　小学校までは掃除にしても時間的
なものにしても、ちゃんとしている
子がかなりいると思う。成長期の反
抗かもしれないが、中学校になって
から掃除や授業時間というけじめと
いうのがなかなかできないようにな
る。だんだん大きくなるにつれてそ
れは難しいのかもしれないが、心配
している。

　学校施設内への不審者の侵入につ
いては、当然、学校現場または地域、
それから警察等々の連絡は密にして
いかなければいけないが、米子辺り
では学校現場にそういう警備員等を
配置するという話もあったようにも
聞いる。過疎地域とは言え、そうい
うことは皆無とは言えないので、そ
れについての考え方を教えていただ
きたい。

　ゆとり教育は、教育内容を精選し
時間的にも精神的にもゆとりのある
中で、個性を活かしながら豊かな自
己実現を図ることができるよう教育
活動を展開することをねらいとして
いる。

　中学校においては、掃除の時間や
学習時間の取組方も含め生活指導を
行っている。

　小学校・中学校への安全対策につ
いては、従来から安全対策マニュア
ルの指導や防犯器具の紹介などをし
て配慮している。
　装置や機器の設置は、本来設置者
である市町村が整備するものであり、
県教育委員会としての助成は現在の
ところ考えていない。
　県立盲・聾・養護学校については
周囲の柵・門扉等の整備を行い、入
り口部分には事務室を配置し、来訪
者に対応できるようにしている。

　「ゆとり」によって「じっくり学
習できる」、「関心や課題に応じた
学習ができる」、「体験や実感を伴
いながら学習できる」といった学習
効果が期待でき、授業中に子どもた
ちが質問できないといったことはな
いものと考えているが、西部教育事
務所を通じて、各学校の実態を把握
し、改善が必要な箇所があれば改善
する。

　しつけは、家庭に負うところが大
きいため、引き続き学校だけでなく
家庭と連携しながら指導していきた
い。

　装置や機器の設置についての補助
は考えていないが、今年度は地域と
の連携を重視し、地域のボランティ
アを活用して地域社会全体で学校安
全に取り組む事業を全県的に実施す
ることとしている。

会議意見 現状・経過 処理方針等

20　ゆとり教育について

会議意見 現状・経過 処理方針等

21　子どものしつけの継続性について

会議意見 現状・経過 処理方針等

22　学校施設内への不審者の侵入について
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